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　奈良を初めて訪れたのは、今から五十

年ほど前の修学旅行でのことである。晩

秋の頃だったと思う。東大寺の大仏、奈

良公園の鹿、薬師寺の三重塔̶̶。記憶

はおぼろになり、あの旅が年月を経て心

象風景になっていたことに気づいたの

は、二年前、久しぶりに奈良の地を訪れ

たときだった。毎年秋に開催される正倉

院展の開催にあわせて奈良に足を運んだ

のがきっかけである。千年以上の時を経

てなお鮮やかな色彩を保つ染織品や、精

緻な金工品などの美術工芸品の品々に目

を奪われたが、それらは単に昔の宝物で

はなく、奈良時代の職人たちの息づかい、

それらにまつわる人々の生活、そして千

年以上も引き継いできた人たちの思いと

営みを想起させるものであった。

　インバウンドでも賑わう奈良公園など

から離れて足を延ばし、法隆寺をはじめ

とした寺院群が佇む田園風景、飛鳥・藤

原の遺跡群に立ったときの静寂など、都

市の喧騒を離れ、日本という国の底深さ

をあらためて感じさせられる。

　奈良盆地を歩くと、その地形が古代か

ら農業と深く結びついてきたことに気づ

く。地形なりに広がる水田や畑、点在す

る数多のため池は、幾世代にもわたる先

人たちの土地への働きかけの結晶だ。大

和川の流域に刻まれてきた用水は、土地

改良の原点がいかに古く、いかに人々の

暮らしに根ざしていたかを物語ってい

る。私たちが今日手がける農業農村整備

の仕事は、その長い営みの延長線上にあ

る。

　今年も秋に奈良へ向かうことを楽しみ

にしていたが、折しも十一月、その奈良

の地で土地改良全国大会が開催される。

全国から土地改良の関係者が一堂に会

し、農業・農村の未来を語り合う場が、

千三百年の歴史をたたえるこの古都に設

けられることは、少しばかりの縁を感じ

てしまう。古都の文化財が悠久の時を越

えて今に伝わるように、私たちもまた、

次の世代へ豊かな農村の風景と確かな水

の恵みを伝えていく責任を担っている。

 （蟇）

　五十年ぶりの古都
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「技を伝え、夢をつなぐ」を読んで

　私は異業種ですが同様の課題を強く感じ、特
に新人確保が深刻で採用自体が難しいうえに、
転勤や家庭の事情もあり数年で退職する人が多
く悩んでいます。そこで、技を継承する必要が
強い貴業界の取り組みに興味を持ち、過去の慣
例や制度にとらわれず新制度を導入して社員の
定着に努める姿勢は大いに参考になりました。
さらに、外部からは男社会に見える業界で働く
女性たちの本音が制度の説明や実例を通じて伝
わってきて非常に興味深く、今後も同様の企画
が掲載されることを期待しています。

千葉県　60代男性　会社員

　各建設会社の中堅として子育て真っ最中の女
性社員の方々の働き方に対する考えが紹介さ
れ、大変よい企画だと思いました。皆様、子育
てとキャリアアップの両立など、苦労されつつ
も前向きに取り組まれていることに、大変好感
を持ちました。女性委員の皆様のご活躍が、現
在建設業で働いている女性や、建設業への就職
に悩む女性の一助となり、「技をつたえ、夢を
つなぐ」に繋がることに期待しております。

岩手県　60代男性　会社員

　育児休業について、取得する側だけでなく、
業務を引き継ぐ側や、様々な理由で制度を利用
しない立場の人もモチベーションを保つために
何らかのベネフィットが必要との意見に一考の
価値ありと思いました。また、上司の立場とし
て、日頃のコミュニケーションの中でグループ
の人員が減る可能性を示唆するなど、いざとい
う時の体制づくりをイメージしておくことの大
切さを学びました。今後とも、現場でできるこ
とから実践していきたいと思いました。

　　富山県　50代男性　地方公務員

「マンション法から見た土地改良事業」
を読んで
　マンション管理には少々関心を持っており、
今回の「土地改良・切り語り」は一見土地改良
とは無関係なマンション法が題材ということも
あり，興味深く拝読しました。老朽マンション
の管理は大きな社会問題化しつつあるため法改

正が進められましたが，土地改良も同様に2つ
の老いに直面しているとのこと。食糧生産を担
う重要なインフラである農地についても対策に
向けた機運が高まることに期待します。

東京都　60代女性　地方公務員

　共用施設の管理や費用負担、合意形成の仕組
みに共通点が多く、マンション管理組合の管理
費が土地改良区の賦課金であり、使途や金額、
補修計画の議決など、マンション管理組合と土
地改良区が重なる。なお、土地改良は事業前に
関係者が合意形成し主体的に計画するのに対
し、マンションは完成後に管理が始まる点に大
きな違いがあるものの、合意形成の難しさや組
織運営の重要性は双方に共通していることにこ
の記事から気づきました。

徳島県　60代男性　団体職員

「未来を創造し社会課題の解決を目指す」
を読んで
　戸田建設が茨城県常総市において、農業の6
次産業化と、新たな賑わいを生み出す都市機能
を融合させ、持続可能な地域コミュニティの創
出を目指していることに心から敬意を表しま
す。（インターチェンジ隣接地でのイチゴ施設
栽培、区画整理後に開業した蔦屋書店とのコラ
ボ状況や道の駅の賑わいなどを、ネットで読み
ました。）会誌に掲載されてきた地産地消貢献
活動がこのレベルにまで進化していることに深
い感慨を覚えます。また、これからの土地改良
事業を、「まちづくりと連携することにより未
来への投資として重要になると確信」と力強く
表明されていることに感銘を受けました。

埼玉県　70代男性　無職

近年の排水施設更新整備の課題

　近年、農業用排水施設の更新整備においては、
排水受益地などの土地利用の変化、降雨強度の
変化、下流河川の排水能力、更には、流域治水
への取組の浸透により、農業側で受け持つべき
範囲などの検討事項が多く計画樹立に苦慮して
いる。最上川下流左岸地区では、流域変更や排
水機場の増設等も行っており、河川協議や地元
調整も苦労したものと推察する。工事の苦労の
みならず、計画段階における苦労も、ぜひお聞
かせ願いたい。

静岡県　50代男性　地方公務員

協会会員企業の関係記事

本誌「土地改良」へのご意見、ご感想をお待ちしております。
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　官製はがき又はメールにて、本号の記事の中で面白かった
もの、興味深かったものを5点以内で順に表題名をお書きい
ただくとともに、ご意見、ご感想を200字程度でおまとめ下
さい。また、住所、氏名、性別、年齢、職業、勤務先、電話
番号をお書き下さい（掲載の際には、都道府県名、性別、年齢、
職業までを表記させていただきます。また、文意を変えない
範囲で、当方の判断で文章の量を調整させていただきます）。
　ご感想等を掲載させていただいた方には、毎回もれなく全
国各地の名品を贈らせていただきます。次回掲載分について
は、「新潟県産コシヒカリ5㎏」をご用意しております。
［8月末日締切］
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